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AdS5×S5上の
IIB型超重力理論

4次元N=4 SU(N)
のSYM

これを応用すると、強結合のゲージ理論が重力理論で解析できる!

重力/ゲージ対応

強/弱結合対応

AdS CFT

AdS/CFT対応 Maldacena '97



  

AdS/CFT対応の拡張

AdSみたいな重力解 なんらかの場の理論

AdS5×S5上の
IIB型超重力理論

4次元N=4のSYM

例　AdS-Schwartzshild BH解と有限温度のN=4 SYM Witten '98



  

AdS解の拡張として、Janus解とLifshitz解をくっつけてみました

Janus解

Lifshitz解

defect CFT（空間内の境界をまたぐと、
結合定数が不連続に変化する）

Lifshitz場の理論
（時間と空間のスケーリングが異なる）

Lifshitz-like Janus解 defectを持ったLifshitz場の理論

やったこと

+ +
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Clark-Freedman-Karch-Schnabl '04Bak-Gutperle-Hirano '03

Kachru-Liu-Mulligan '08 Lifshitz



  

Janus解

境界はμ =　μ_0とμ =　-μ_0
の二つの部分からなる。
この二箇所でディラトンは
ある定数に近づくが、
符号が異なっている。

+ 自己双対5形式flux

境界上の場の理論は
結合定数が不連続に変化する
CFTのはず

Bak-Gutperle-Hirano '03



  

Lifshitz解

Lifshitz場の理論 のスケール不変性を持つ

Lifshitz解

IIB型超重力にLifshitz解を埋め込むには、

z=2のLifshitzS^1コンパクト化する

Balasubramanian-Narayan '10

+ 自己双対5形式flux

Kachru-Liu-Mulligan '08



  

Lifshitz-like Janus解

Lifshitz解をJanus解に入れてみました。

最後の項

+ dilaton, 3-form flux, 5-form flux
境界付近で

ディラトンも±μ_0で互いに異なる定数に収束する！（ような解がある）


